
JANS若手の会 

第1回東海エリア検討会のご報告 

 

2022 年11月27日、日本看護科学学会若手の会主催「第1回東海エリア検討会」をオ

ンラインにて開催しました。記念すべき第一回のテーマは『研究活動を共有する仲間

を見つけよう！』と題し、コーディネーターの目配りが可能な15名以内の少人数企画

としました。 

検討会の参加者は、コーディネーターを含めて6人（東海圏4人、東海圏外1人、海

外1人）でした。冒頭10分間で『つながる場や形式を問わず、各研究者の自律性のも

とに形成・継続・発展するオリジナルなコミュニティが形成されることを期待する』

ことを大事にする東海エリアの立ち位置をお示したうえで、本企画のコンセプトであ

る「Research Ambition（研究的野心）」を語り、「研究活動の現状や課題」を共有

しました。 

「日々、どのように研究時間を捻出しているか」については複数の参加者が課題と

して発言されました。終盤にあらためて議論する時間をもったところ、議論は白熱し

「学会、看護界全体が取り組んでいくべきテーマでもある」ものとして共有しまし

た。予定時間を10分超過して終了しました。 

終了後アンケートでは『「仲間づくりを促進」&「研究的野心を語る」と言うコン

セプトがとても良かった』『少人数だからこそゆっくりお話できた、時間があっとい

う間に感じました。』といった好意的なコメントを頂戴しました。 

東海エリアでは、引き続き研究の仲間づくりに関心のある人同士が知り合う「ハ

ブ」としての役割を第一義に活動を進めていきます。次回は2023年3月末に予定して

います。 


